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岐阜県メディカルコントロール体制
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岐阜県人口 約197万人

消防本部数 20消防本部

救急隊員数 1,818名

救急救命士数 739名

運用救命士 622名

救急件数 92,510件/年
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圏域別医師数（人口10 万人当たり）
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救命士再教育とMC救命士体制

岐阜県MC救命士の仕事

・岐阜県MCが主催する教育への参加・企画・運営

救急救命士集合研修
救急救命士処置範囲拡大追加講習
MC救命士養成研修
薬剤・挿管修了実施
通信指令教育

・岐阜県MCが主催する各種会議への参加

救急隊員プロトコール改定に伴う参画
地域MC協議会の委員として会議に参加

・各学会への参加、発表



救命士再教育 ～集合研修～

受講者数 研修内容

Ｈ２５ 472 実技 「ＢＬＳ」

Ｈ２６ 478 座学 「新処置に係る追加講習講義」

Ｈ２７ 509 実技 「静脈路確保」

Ｈ２８ 540
座学 「ガイドライン2015 及び

プロトコール改正」

Ｈ２９ 573 実技 「産科救急」

Ｈ３０ 598
座学 「事後検証体制 及び

効果的な事後検証」

Ｒ１ 613 実技 「判断・観察（アセスメント）」



救急救命士集合研修実施の流れ

教育効果を評価 学会等での成果報告

各地域で研修実施

MC救命士によるプレコース

第２回 企画会議（内容確定）

第１回 企画会議（テーマ決定）

次年度以降の教育へ



各地域での開催実績

開催
回数

参加人数
他地域からの
参加指導者

A地域 ５回 １７４名 ２８名

B地域 ３回 ９９名 ８名

C地域 ３回 １０７名 ９名

D地域 ３回 ９８名 ５名

E地域 ２回 ７２名 ８名

合計 １６回 ５５０名 ５８名

地域MCを越えた指導者（MC救命士）の参加で地域格差の是正
MC体制のPDCAサイクルの一つとして現場活動の改善



受講救命士の意見

• 若い救命士の考え方が分かって逆に勉強になった

• 先輩救命士の観察方法、判断について勉強になった

• 他消防本部で実施されているやり方を実施したい

• 学んだことを現場で実践できるよう継続して訓練したい

• 所属本部での救急隊員教育にも取り入れたい

• 所属本部で同じ症例を実施して底上げを実施したい

企画段階からＭＣ救命士が主体的に計画、教育を実施することで、
各地域の研修の質向上につながり、各所属での救急隊員教育に
つながっている



まとめ

実働救命士教育

ＭＣ救命士

救急隊員教育
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MC救命士が主体となり、地域間で連携することで教育の質を担保
県全体で教育を実施することで地域の問題を補完し、病院前救護の質向上に
つながる
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